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Anti-Human 
MDMX (77A1) Mouse IgG MoAb 
 
容量 : 100 μg 

 
 
 
はじめに : MDM2 の類似タンパク質である MDMX は、その構造がアミノ酸 1 つの違いに

よりリング構造がうまく構築されず、ユビキチンリガーゼ活性を持たないと言
われています。 その機能は未だ明らかとはされていませんが、MDM2 タンパ
ク質に対してドミナントネガティブな制御を担っていると考えられています。 

 
免疫抗原 : Human MDMX のリコンビナントタンパク質 
 
起源 : マウス×マウス ハイブリドーマ (培養上清) 
  (X63 – Ag 8.653 × BALB/c マウス脾臓細胞) 
 
クローン名 : 77A1  サブクラス :  IgG1 
 
精製方法 : Protein A による特異精製 
 
包装形態 : 1 % BSA，0.05 % NaN3含有 PBS 1.0 mL に溶解したものを凍結乾燥 
 

再生方法 : 精製水 1.0 mL 添加 (この時濃度は 100 μg/mL となります) 
 
保存方法及び : 2～8 °C 保存  5 年間安定 
安定性  溶解後 -20°C 保存  2 年間安定 
 
使用目的及び : ウエスタン・ブロッティング 1 μg/mL にて使用可能 
使用方法 : 免疫組織染色は未検定 
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